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露光装置、光配向装置、光硬化装置、光検査装置など光学装置
デジタルシネマプロジェクタ、コントロールルーム、シミュレー
タ、デジタルサイネージ、バーチャルリアリティシステムなど映
像装置
紫外線皮膚治療器、血液分析装置など医療機器
半導体検査・開発用EUV光源装置

半導体／FPD／プリント基板製造装置用UVランプ
各種監視、生体認証、光センサ用LED
照明用、データプロジェクタ用、シネマプロジェクタ用、OA機
器用など各種ランプおよび固体光源（LED／LD）
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※売上高には、内部売上高または振替高が含まれています。

プラスチック成形用途、周辺機械
ファクトリーオートメーション
その他
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映像装置
シネマ用デジタルプロジェクタ（DCP）
一般映像用デジタルプロジェクタおよびシステム（コントロールル
ーム、シミュレータ、デジタルサイネージ、バーチャルリアリテ
ィ）など

光学装置
半導体、FPD、電子部品製造用各種光学装置（露光装置、光配向装
置、光硬化装置、検査装置など）
紫外線皮膚治療器、血液分析装置など医療機器
検査・開発用EUV光源

当期の業績

　全世界のシネマスクリーンにおけるデジタル化が相当程度進んだものの、小型機の投入により、デジタルシネマプロジェクタの販売台数は前年同期とほ
ぼ横ばいで推移しました。一方、一般映像分野については、米国に加え欧州でも販売が拡大し、コントロールルームなど各種映像装置の販売が堅調に推移
しました。
　光学装置分野は、液晶パネル製造用の光配向装置の販売が本格化したものの、電子部品製造用露光装置の販売低迷などにより微減収となりました。
その結果、売上高は前年同期比6.2％増の912億4千3百万円、セグメント利益は前年同期比119.1％増の25億3千7百万円となりました。

2015年3月期の見通し

　シネマ関連では、新規に参入するオーディオ事業を含めたソリューションビジネスの拡大を目指します。年率10～15％の市場拡大が続いている一般映
像事業分野では、引き続きバーチャルリアリティやシミュレーションシステムを中心に用途拡大が期待できることから、市場全体で販売拡大を見込んでい
ます。
　エレクトロニクス市場では、中小型の高精細液晶パネル向け光配向装置が引き続き好調に推移するとともに、パワーデバイスやMEMS製造向けなどの露
光装置需要の拡大が期待できます。また、2.5Dインターポーザ向け露光装置やプリント基板用直描装置などの新規需要も期待できます。

主要数値

（注）売上高には、内部売上高または振替高が含まれています。
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放電ランプ
半導体、FPD、電子部品製造装置用UVランプ
シネマプロジェクタ用、データプロジェクタ用、OA機器用、照明
用など各種ランプおよび産業用LED

ハロゲンランプ
OA機器用
照明用（商業施設、舞台・スタジオ、特殊照明など）
ハロゲンヒータ

当期の業績

　光源事業では、円安の影響もあり、全般的に好調に推移しました。シネマプロジェクタ用クセノンランプは、新興国を中心にデジタルシネマスクリーン
数の増加やリプレイス需要の増加により、引き続き販売が拡大しました。
　露光用UVランプは、スマートフォンやタブレット端末を中心に、液晶・半導体関連メーカの設備稼働率が高水準を維持していることから、リプレイス
需要が堅調に推移しました。ハロゲンランプも、OA関連の各セットメーカで在庫調整が一巡したことなどから好調に推移しました。なお、引き続き高輝
度・高効率化等、製品開発を推進し、特に、固体光源（LED・LD）製品の研究開発を積極的に進めています。
　その結果、売上高は前年同期比17.5％増の641億9千2百万円、セグメント利益は前年同期比51.5％増の93億8千9百万円となりました。

2015年3月期の見通し

　中国などの新興国市場におけるシネマのスクリーン数増加に伴って、リプレイスランプ需要は引き続き堅調に推移すると見込んでいます。
　エレクトロニクス市場では、高精細液晶パネル製造メーカでの稼働率改善によって、新規の設備投資の拡大に伴うリプレイス需要の増加が期待され、堅
調に推移するものと思われます。

主要数値

（注）売上高には、内部売上高または振替高が含まれています。


